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ササニ シキの収量性及び収量構成決定要素の予察

一― 水稲作況試験 か らみ た一一
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1は じ め に

山形県におけるササニシキの当面の作付指標は,43%で ,

耐倒伏性,耐病性,耐肥性等の弱いササニツキを県内平坦

地帯の半数に及ぶ水口に作付されるだけに,良質,安定生

産を図るためには,水稲作況試験のデーターを解析し,活

用することが一層重要となつてきたので,過去年次の作況

試験を検討 し,若千の考察を得たので報告する。

2 作況試験の設計概要

t 耕種条件
ア.稚薔,イ . 5月 15日 ,ウ.″当り222株 ×4本植,
工.窒素施用量 a当 り成分量 04協+02″ (活着期 )
+02協 (幼形期 )
2 農象の耕種
上記した作況試験の耕種条件は,農家の耕種と同様であ

るが,農家は受光態勢の向上を図るため,MCP剤 ,作溝,
中千し等の作業を行つている。又,幼穂形成期の追肥は,

生育,天候等の状況に応じ,時期・量を変えている。

3結 果 の 概 要

1 玄米重について

山形本場の最近 5カ年のa当 り玄米重は, 最高収量が

691初 ,最低収量は624″で,平均収量は662均である。

この平均収量は,「 良質米生産のための山形県稲作耕種基

準」,村山地域東南部平坦,西部平坦,ヨヒ部平坦,各 地々

帯の日標設定収量と同一である。

2 玄米重と″当り穂数,″当り靭数,登熟歩合と
の関係

(1)/当 り穂数では, 450本～500本 の範囲で収量が高
く,これ以上穂数が多い年次は収量は低い。

(2)ノ当り籾数は, 4万 2千粒の昭和49年が収量が高く,
5万粒を超した昭和48年が低収である。

13)登熟歩合の低い昭和48年は,メ当り籾数が多く,昭
和49年は,5カ 年間のうちでもプ当り籾数は少なく,反面 ,
登熱歩合は高く,収量も高い。

“

)玄米重とノ当り穂数,玄米重とノ当り籾数,玄米重
と登熟歩合との関係は,山形本場は,かなり明確であるが,

置賜分場,庄内支場の作況試験では明確でない。
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図 1

76 81 35 9o   411    45    50× =p6t   70   80
-菫を粒漱 (粒)   

“

当り椰漱 (粒)       登 熟 歩 合 (χ )

ササニシキの玄米重と構成・決定要素の関係〈山形本場 )

3 生育と″当り穂数,登熟歩合,一穂着粒との関
係

(1)″当り茎数と″当り穂数との関係 : 6月 10日 , 6

月20日 時のイ当り茎数は,多い年次には,メ当り穂数は少

なくなり,本年もほぼ同様の傾向となつた。しかし,庄内

支場,置賜分場の場合では, 6月 10日 ,20日時の茎数と穂

a当 り玄米菫
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数とは正の相関が認められる。

6月 10日  置賜分場

図 2 ″当り茎数と穂数

12)登熱歩合と草丈 : ″当り茎数,メ当り生育量,メ

当り乾物重,葉面積指数との関係,こ れらの要素と登熟歩

合との関係をみると,6月 10日 ,20日 ,30日 頃までは, 5

カ年間の平均値よりも優り, 7月 以降の生育が平均値より

も逆に下回る年次が登熟歩合が高い傾向がみられる。

C)草丈と一穂着粒数との関係 : この関係について見
ると, 7月 10日 ,20日 時の草文が長い年次が多くなる傾向

がみられ,本年は,過去5カ年間のどの年次よりも伸長し

たが, 5カ年の年次中,最も草丈が長く,一穂着粒数の多

かつた昭和48年 とほぼ同一の一穂着粒数となつた。

7月 10日  山形本場

一穂着粒数 (粒 )

図3 -穂 着粒数と草丈

4 む  す  び

ササニシキの昭和53年産の作付率は,当面の作付率の43

%に近い427%に達している。ササニシキの今後の在り方

は,収量のみならず,良質米を生産することが絶対条件だ

けに,作況試験も品質と生育との関係の点についても解析

し,予察することによって,適切な対策を実施し,良質米

生産県としての地位を確保する一助としたい。
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